
食の安全に関するアンケート
調査結果をお知らせします

No.207

県では毎年、新潟県内・首都圏内に在住の20～60代の男女

を対象に食の安全に関するアンケート調査を実施しています。

令和２年度の結果の一例をお知らせします。

例１（首都圏内在住者への質問）

あなたは新潟県内で生産・加工・製造された食品の

安全性について、どのように感じていますか？

1

首都圏内在住者

からも、県産食品の

安全性について、

一定程度高い評価
を得られている

と考えられました。

安全だと思わない

１%

どちらとも言えない

19%

どちらかと言えば安全とは思わない

１%

どちらかと言えば
安全だと思う

37%

安全だと思う

42%
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例２（新潟県内在住者への質問）

あなたが、普段の食生活の中で、食の安全に関して

不安を感じていることは何ですか？（いくつでも）

調査結果を参考に、

営業施設の監視指導、
食品検査等の
計画策定に

活かしていきます。

細菌ウイルス食中毒

輸入食品の安全性

農薬の残留

食品添加物の使用

食品への異物混入

遺伝子組換え食品

放射性物質による汚染

食品表示等の信頼性

特に不安なし

重金属による汚染

毒きのこ等食中毒

食物アレルギー

その他

40%

40%

31%

30%

30%

23 %

20 %

20 %

18 %

16 %

15 %

12 %

0.4 %

アンケート調査結果の全文は
「にいがた食の安全インフォメーション」
から御覧になれます。


